
 

 

 

 

Ⅰ,研究の背景 

近年、地球環境の悪化が深刻化している。文部科学

省は、このような問題を解決していくために、環境教

育の推進が重要であることを指摘している。環境教育

を通して、環境についての知識や理解を深めるだけで

なく、環境に配慮した行動（環境配慮行動）を身に付

けることが求められている。これまでに行われた環境

配慮行動に関する研究では、環境に対する関心の高

さ・属性（性別、年齢）や環境に対する価値観（環境

価値観）が環境配慮行動の実践に関連することが明ら

かになっている。また環境配慮行動ごとに関連する要

因が異なることが報告されている。例えば、リサイク

ル活動に関しては、好意的な評価、知識が実行率を向

上させること、節水に関しては社会問題への関心が高

いほど節水行動の実践率が高いことが明らかになって

いる。しかしながら環境配慮行動の関連要因について、

大学生を対象とした研究は十分でない。文部科学省は、

環境教育は、生涯学習として行われるべきであること

を指摘しているが、近年の高い大学進学状況をかんが

みると、大学生を対象とした環境教育を推進すること

は、生涯教育としての境教育を推進することにもつな

がると考えられる。しかしながら現状では、大学生を

対象とした環境教育が十分に実践されているとは言い

難い。大学生を対象とした環境教育を効果的に進めて

いくためには、大学生の環境配慮行動の実態と関連要

因を明らかにしていく必要があると考えられる。 

 

Ⅱ,研究の目的 

本研究では大学生を対象とした環境教育の在り方を

検討するために、大学生の環境配慮行動の実態及びそ

れに関連する要因を明らかにすることを目的とした。 

 

Ⅲ,研究の方法 

 本研究では、2013 年 5 月から 8 月に、地方国立大

学の教育学部の学生310名、工学部の学生342名を対

象にアンケート調査を実施した。調査項目は、1996

年にアジア太平洋地域10ヵ国の16歳を対象に行われ

た「環境に対する意識の国際的調査」及び、環境省の

「環境にやさしいライフスタイル実態調査」で使用さ

れたアンケートを参考に作成した。アンケートは全40

項目で、回答者の属性（3問）、地域・国・地球環境の

現状の認識（3 問）、環境価値観の対比的な判断（14

問）、環境配慮行動の実践の程度（10問）、環境改善の

主体（1 問）、環境教育の経験と意義（4 問）、地域・

国・地球環境の将来（3問）、環境改善への意欲と意思 

 

 

 

 

 

（2 問）について、選択肢で回答を得た。データ分析

においては、環境配慮行動の実践状況は、「過去 1 年

間に実行したことがある」を 1 点、「今後やろうと思

う」、「やらない」を0点とした。また「環境価値観の

対比的な判断」、「環境教育の経験と意義」、「地域・国・

地球環境の将来」、「環境改善への意欲と意思」は5段

階（環境問題について取り上げられていた頻度、環境

についての話し合いの頻度は 4 段階）で評価した。1) 

環境配慮行動と他のアンケート項目との関連性につい

ては、Mann-Whitney の U 検定または、2)Pearson

の相関分析を用いて評価した。 

 

Ⅳ,結果と考察 

対象者の属性情報 

回答に不備があったものを除き、教育学部は280名

（男子132名、女子148名）、工学部は306名（男子

271名、女子35名）を分析対象とした。 

 

1)大学生の環境配慮行動の実践状況 

環境配慮行動の実践状況の合計点の平均は、教育学

部で2.27点、工学部で2.23点であった。 

図1に項目別の実践状況を示した。環境配慮行動の

中で実践の多かった項目は、リサイクル活動、水の使

用量を減らすといった日常的に行いやすい行動であっ

た。この結果は先行研究でも同様の結果が得られてお

り、先行研究では、その行動に関して、実践しやすい

という実行可能感や環境保護に役立っているという認

識を持っているほど行動につながることが明らかにな

っている。反対に環境配慮行動の中で実践をしている

学生が少なかった項目は、レポートを書く、植林活動

に参加するといった社会的な行動であることが明らか

になった。先行研究でも同様に、社会的な環境配慮行

動の実践は少なく、その理由に「機会がない」、「関心

がない」と回答していることが報告されている。本研

究では日常的な環境配慮行動よりも、社会的な環境配

慮行動に対して「やらない」を回答している学生が多

いことから、日常的な環境配慮行動よりも関心が低い

ことが考えられた。一方、「今後やろうと思う」を回答

している学生も存在し、関心は持っていると考えられ

るが、実践にまでいたっていなことから、実践につな

げていくことは今後の課題である。 

環境配慮行動には、実践する割合が高いものは、「日

常的なもの」である傾向があり、実践の割合が低いも

のは、実践しにくい「社会的なもの」である傾向が見
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られ、「日常的な環境配慮行動」と、実践しにくい「社

会的な環境配慮行動」があることが考えられる。 

 
図1）環境配慮行動の実践の割合（％で表示） 

 

2)環境配慮行動に関連する要因 

実践している割合が高かった「日常的な環境配慮行

動」から 2 項目、「社会的な環境配慮行動」から 2 項

目を取り上げ、それらの環境配慮行動に関連している

要因の検討を行った（表1）。 

環境価値観の対比的な判断を問う質問に関して、日

常的な環境配慮行動に関係性がみられた環境価値観の

項目は、教育学部の学生では、「人類は自然界の法則を

受けているかどうか」、「人間と環境との関わり」、「資

源は有限か無限か」、「環境保全か経済成長か」などで

あった。工学部の学生では「天然資源の使用か保持か」、

「環境保全か経済成長か」などの項目に関係性が見ら

れた。教育学部の学生では、社会的な環境配慮行動よ

りも日常的な環境配慮行動に多くの環境価値観項目が

関連していることが明らかになった。 

環境教育の経験と意義を問う質問に関しては、日常

的な環境配慮行動と「環境問題について話し合う頻度」、

「環境学習で扱った内容をどのくらい実行したか」、

「環境学習は生活・知識に役立っているか」に関係性

が見られた。社会的な環境配慮行動には「環境問題に

ついて話し合う頻度」、「環境学習で扱った内容をどの

くらい実行したか」に関係性が見られた。日常的・社

会的な環境配慮行動を実践している学生の方が環境教

育に対して良い評価をしていることが明らかになった。

これらの結果から環境教育の中で日常的、社会的な環

境配慮行動を扱うことが必要である。 

環境改善への意欲と意思について問う質問では、日

常的・社会的な環境配慮行動と「環境の改善をどのく

らい望んでいるか」、「環境保護に役立つ知識や力があ

るかどうか」との間に関係性が見られた。実践してい

る学生が環境改善を望み、知識や力があると思って 

いることが明らかになった。また、知識や力があると

思っている学生ほど、環境教育に対してよい評価をし

ていることも明らかになった。（p<0.01） 

表1）環境配慮行動とその関連要因 

 

 

 
 

Ⅴ まとめ 

 本研究の結果、教育学部、工学部ともに環境配慮行

動の実践の割合が低いこと、社会的な環境配慮行動の

実践はあまり行われていないことが明らかになった。

また環境配慮行動に関連している要因は行動の種類に

よって異なるが、日常的な環境配慮行動の実践状況に

は、環境学習の知識や経験、環境改善願望が関連して

いることも明らかになった。これらのことから日常的

な環境配慮行動を環境学習の中でも取り入れ、より具

体的にそれぞれの行動について考える場を設けること、

また現代の社会問題を取り入れ、知識を習得すること

で、環境配慮行動の促進につながることが考えられた。   

日常的、社会的な環境配慮行動に共通して、「環境に

ついて話し合う頻度」が実践状況に関連していること

が明らかになった。実践を行っている学生ほど「環境

について話し合う頻度」が多いことから、今後環境教

育を行っていく中で、知識などを身につける講義形式

だけではなく、学生同士が話し合うようなディスカッ

ション形式を取り入れていくことが重要であると考え

られた。 
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リサイクル 節水 植林活動 レポート
Q8:自然界の法則 ○ ◎ △
Q9:環境の改変 ○ ○
Q11:天然資源 △ △
Q12:自然のバランス △ △
Q13:限られた資源 ◎ ○
Q14:自然との調和 ○ ○ △
Q17:環境の保全 ◎ ◎ ◎
Q18:自然保護 ○
Q19:原子力発電 △
Q20:地産地消 ◎ ○

環境価値観の対比的な判断

リサイクル 節水 植林活動 レポート
Q32:取り上げられた頻度
Q33:学んだことを実行 ◎ △ ◎ △
Q34:役に立っているか ◎ ◎ △
Q35:話し合いの頻度 ○ ◎ ◎ ○

環境教育の経験と意義

リサイクル 節水 植林活動 レポート
Q39:環境改善 ◎ ◎ ○ △
Q40:知識の有無 △ ○ ○ ○

環境改善への意欲と意思

(P<0.05 ◎：教育・工学,○：教育,△：工学）


